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三鷹・吉祥寺調査実施要項（ナンバー調査員用）

１、集合場所・時間

　　　・ JR三鷹駅北口駅前交番横　　　　　（図１参照）

　　　・ JR吉祥寺駅北口近鉄デパート入口前（図２参照）

・ 平成８年１０月３０日（水）　午前５時４５分（時間厳守）
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銅像

２、 調査日時・場所

 ・平成８年１０月３０日（水）　AM７：００～１０：００

　　　　（雨天順延の場合　平成８年１０月３１日（木）　時間帯は同じ）

・三鷹・吉祥寺エリア

　　　　（井の頭通り、五日市街道、中央通り、成蹊通り、吉祥寺通り及びその付近）

３、雨天の場合について

　　調査前日の午後４時に電話連絡をする。翌日の同時刻に順延。

　　連絡がないときは雨天であっても必ず同時刻に集合。

４、持ち物

　　・必ず時計を持参（デジタル時計：秒単位までわかるもの）。

　　・筆記具（ボールペン）

　　・飲み物は各自持参。食べ物、たばこは不可。
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５、 対象車両

 ４輪車以上とする。（二輪車は対象外）自衛隊車両、外交官車両等特殊な車両も対象とす

る。牽引車は牽引車のみ（先頭の車両）を対象とする。

 

６、調査方法

二人一組でテープ録音者と野帳記入者とに分かれ、テープ録音者が時間とプレートナン

バーの（大きい）数字４桁、車両の判別を読み、その音声をカセットレコーダーに録音す

る。

同時にもう一人の野帳記入者はテープ録音者の音声を聞いて用意された野帳に時刻、プ

レートナンバー（大きい数字四桁）、車両の判別を記入していく。

７、 調査時の注意事項

7.1カセットレコーダーに録音する人（テープ録音者）

・ ４輪車以上を読み上げる。（二輪車は読まず、特殊車両は読む。）

・車両の判別は次のように読み上げる。

バスの時　　：「はい！　２２５１（ニーニーゴーイチ）　　バス　」

｛バスの判断は、行き先表示がある路線バスにします｝

タクシーの時：「はい！　・１２５（テンイチニーゴ）　　　タクシー」

｛タクシーの判断は、車両の上に表示器があるものにします｝

それ以外の時：「はい！　９９５５（キューキューゴーゴー）ペケ」

特殊車両の時：左から４つの数字を読む。以下のように下線部のみ読む。

　　　　　例：［３２－５８７２２６］「はい！3258（サンニーゴーハチ）ペケ」　［外

－６６７９］「はい！6679（ロクロクハチキュー）　　ペケ」

・車両のナンバーを読めなかったときは「だめ」という。

例：「はい！　だめ！」

・ 時刻は０秒ジャストで録音するのがベストだが、車群が続く場合は、車群がとぎれた時

点(信号待ち、渋滞で車が止まっているときなど)に、１０秒単位で録音する。

 例：

 

まもなく７時１分30秒になります。
３、２、１、はい！

・ 信号待ちや渋滞して止まっているときの車を先読みせず、自分の立っている位置を通過

したら読む。
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・ テープ交換は約４５分後（前もって監督が指示）に信号が赤、または車の流れがない時

に時間を読んでから行う。ただし交換中も野帳記入者のために車がきたらナンバーを読

みとる。テープを換えたら新たに時刻を録音する。

・ ２回目のテープ交換時にレコーダーの電池も交換する。

・ テープは全て、Ａ面のみ使用。

・ ２回目のテープ交換(電池交換)の時に、同じペア内で録音者と記入者を交代する。

 ・「はい！」の言い方

ある一定の位置を通過した時
に、「はい！」と言い、その後
にナンバー・判別を読む。

「はい！」

「９９５５　バス」

注：「はい！」は、車が連続して来て（以下、車群が続いて）忙しい場合、省略化。

 7.2野帳に記入する人（野帳記入者）

・ 時刻の記入はあらかじめ持参したデジタル時計を見ながら、時刻が変わったら１分おき

に野帳に記入していく。時刻記入が間に合わない場合は１台分の欄を使って線で区切るか、

時刻記入欄に印を付けておく。車群が切れたら後で数字を入れる。時刻が変わらない場合

は、時刻欄を空欄のままでよい。

  記入例：

  

時 分 ナンバー 判別

 

 　　　

時 分 ナンバー 判別
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・ 判別欄にはバスの時は「Ｂ」、タクシーの時は「Ｔ」と書く。

 記入例：時刻７時１０分　「はい！　２２５１　バス」の時

 

時 分 ナンバー 判別

0 7 1 0 2 2 5 1 Ｂ

 記入例：時刻８時８分　「はい！　・１２５　タクシー」の時

 

時 分 ナンバー 判別

0 8 0 8 　・ 1 2 5 Ｔ

・ バス･タクシー以外の車両はテープ録音者が｢ペケ｣というので判別欄に｢　　｣と書く。

 記入例：時刻８時５９分　「はい！９９５５　ペケ！」の時

 

時 分 ナンバー 判別

0 8 5 9 9 9 5 5

・ テープ録音者が「はい！だめ！」と言ったときは判別欄に「Ｄ」と書く。

 記入例：時刻９時３０分　「はい！だめ！」の時

 

時 分 ナンバー 判別

0 9 3 0 D

・ ナンバーが分からなかった時、またはテープ録音者がナンバーを読んだが記入が間に合

わなかった時は、その台数分野帳を空白にして、すぐに次の車のナンバーから聞いて書

き込むようにする。

 記入例：時刻９時４５分　「１２・・（わからない・聞き取れない）」の時

 

時 分 ナンバー 判別

0 9 4 5 1 2
 

 7.3その他

・ 調査時に食べ物を食べない。（飲み物は可。ただし、調査に差し支えのないように。）

・ この調査は３時間連続調査なのでトイレはあらかじめ済ませておくこと。

・ 腕章は調査が終わるまで必ずつけておくこと。

・ 一定の通過位置で読む。信号待ちや渋滞しているときの車を先読みしないで自分の立っ

ている位置を通過したら読む。

・ テープ録音者と野帳記入者の交代は、２回目のテープ交換（電池交換）の時に行う。

・ たばこは、吸わないこと。

・ 通行人や付近の住民に迷惑を掛けない。

 

 

※ 分からないこと･困ったことなどがあったら、監督に申し出ること。

８、 レコーダー操作方法
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8.1 各部の名称について

8.2 電源について

8. 3 録音開始前・開始後のレコーダー状態の確認
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・ テープスピード　［標準］

・ ポーズ　　　　　［切］

・ マイク　　　　　［マイク表示のある場所］（スピーカーとマイクは別）

・ 録音ランプの点灯（暗くなったら、監督に申し出ること）

・ テープ窓からテープの回転の確認

8. 4録音開始時の操作

・ 乾電池ケースを開けて、単三乾電池２本を入れる。（＋－を間違えないように）

・ カセットテープを入れる。（Ａ面が見えるように（Ａ面をふた側にする））

・ 録音ボタンを押す。（再生ボタンも自動的に下がります）

９、調査の実施手順

（以下作業内容　●：テープ録音者　　▲：野帳記入者）

AM  5:45　　　　　現地集合（集合場所は図１･図２参照）

6:00　　　　　監督と調査員の合流

 ６:10　　　　 集合場所から調査地点へ移動

監督の指示に従い、調査地点まで徒歩で移動をする。

 6 :30         現場での説明

　　　　　　　調査説明の後、備品を配付し、次の作業を行う。

● テープ録音者は、録音テープのラベルに「地点名、調査年月日、録音時間」

が自分の担当場所とあっているか確認する。わからないことがあれば近く

の調査監督に聞く。

 

 ●確認したら自分の名前を記入例のようにフルネームで記入する。

 ＜記入例＞ラベル：

 

NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線、
H8.10.30、AM7:00～7:45、テープNo.Ⅰ

山口智弘

　

・ 腕章は調査が終わるまで必ずつけておく。
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・ 各自持参した時計の時計合わせを行う。

● ▲テープ録音者・野帳記入者を調査地点に配置

● テープ録音者は、調査監督が調査の位置と方向を指示（どの方向から来た車

を調査するか）するので確認をすること。調査地点につき次第、調査開始時

刻まで、プレートナンバーを読みとる練習を行う。 車両が基準点を通過した

とき、プレートナンバーの数字４桁を声出して読みとる。そのとき自分の声

が録音されるか確認し、練習が終わったら必ず巻き戻しておく。

▲野帳記入者はまず、すべての野帳の右上の欄に通し番号をつけ、名前を１枚

目の紙、左上の欄に記入する。

６:59　　　 ●テープ録音者は、カセットレコーダーの録音スイッチを入れて、録音を開始

する。

録音開始後は、調査監督の指示のない限り、録音状態をテープ交換まで絶対

に止めない。テープの巻き戻しもしない。

●テープ録音者は、テープを３０秒ほど回してから、次のことを声を出して録

音する。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく７時ちょうどになります。
５，４，３，２，１、はい！

７:00　　　　プレートナンバー　読みとり・書取　開始

● テープ録音者は、車両が読みとり地点（一定）を通過したとき、次のように

プレートナンバーの数字４桁を声を出して読み、カセットレコーダーに録音

する。

　「はい！１２３４バス、はい！・５６８ペケ、はい！だめ(＊)」

　　　　　　　　　　（＊）読み切れなかったら「だめ！」という。２輪車は読まない。

●テープ録音者は、０秒ジャストの時に「◎時◇分０秒です。」と録音するの

がベストだが、車群が続いてナンバーの読みが忙しくて現在時刻を入れられ
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なかったときなどは、多少のズレは構わないので信号が赤の時（車が停止し

ている状態）、車の流れがとぎれたときなどに現在時刻を以下のように１０

秒単位で読み込む。

まもなく７時１分30秒になります。
３、２、１、はい！

▲野帳記入者は、テープ録音者がナンバーを読むのを聞いて野帳に記入する。

現在時刻の記入はデジタル時計を見ながら１分単位で現在時刻を記入してい

く。（同じ時刻の場合は、記入しなくてよい）

                      記入例：

時 分 ナンバー 判別

0 7 1 9 9 9 5 5

●▲テープ録音者・野帳記入者は、何か問題が起きたら近くの調査監督に手を

挙げて連絡すること。

7:30頃～　　　●テープ録音者は、監督が巡回しながら２本目のテープを渡すので受け取り、ラ

ベルを確認する。その時に注意をよく聞くこと。

7:45頃　　　　●テープ録音者は車の流れが途切れ次第、テープレコーダーのＮｏ．Ⅰテープに

現在時刻を読んでから録音を終了させ、Ｎｏ．Ⅱのテープに交換して下記の

ことを必ず録音して再開する。ただし車が来た時は、ナンバー読みを優先し

て行い、その後に下記を録音する。テープ交換中も車が来たら、野帳記入者

のために声に出してナンバーを読む。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく７時４５分１０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テープ録音者は１本目のテープに名前が書いてあるか確認し、監督がテープ

を回収しに来るので手渡す。録音したテープは絶対に巻き戻さない。

8:15 頃～　　　●テープ録音者は、監督が巡回しながら３本目のテープと単三電池２本を渡すの

で受け取り、ラベルを確認する。その時に注意をよく聞くこと。
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8:30頃　　　　●▲テープ録音者は車の流れが途切れ次第、テープレコーダーのＮｏ．Ⅱテープ

に現在時刻を読んでから録音を終了させ、Ｎｏ．Ⅲのテープに交換して下記

のことを必ず録音して再開する。ただし車が来た時は、ナンバー読みを優先

して行い、その後に下記を録音する。テープ交換中も車が来たら、野帳記入

者のために声に出してナンバーを読む。またこのときに電池も交換する。そ

して、録音者と記入者を交代する。この時新しい野帳記入者は、新しい野帳

に換え、その左上に名前を記入する。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく８時３０分４０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テープ録音者は、２本目のテープに名前が書いてあるか確認し、監督が　テ

ープを回収しに来るので手渡す。録音したテープは絶対に巻き戻さない。また、

使用した電池も回収する。

9:00 頃～　　　●テープ録音者は、監督が巡回しながら４本目のテープを渡すので受け取り、ラ

ベルを確認する。その時に注意をよく聞くこと。

9:15頃　　　　●テープ録音者は車の流れが途切れ次第、テープレコーダーのＮｏ．Ⅲテープに

現在時刻を読んでから録音を終了させ、Ｎｏ．Ⅳのテープに交換して下記の

ことを必ず録音して再開する。ただし車が来た時は、ナンバー読みを優先し

て行い、その後に下記を録音する。テープ交換中も車が来たら、野帳記入者

のために声に出してナンバーを読む。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく９時１５分３０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テープ録音者は３本目のテープに名前が書いてあるか確認し、監督がテー

プを回収しに来るので渡す。録音したテープは絶対に巻き戻さない。
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10:00頃　　　 　●テープ録音者は作業終了後、次のように終了時刻を読み上げる。

まもなく１０時２分０秒になります。
５，４，３，２，１　はい！

●テープ録音者は、「はい！」と言った後、次のことを録音してカセットレ

コーダーの停止ボタンを押し、テープを止める。

作業終了。

　　　　　　　　　　＜＜調査終了＞＞

調査終了後、ゴミ類（缶ジュースなど）を片づけた後（現状復帰）、そ

の地点で待機する。調査監督の指導に従い、その場所で機材類、録音テ

ープのチェックを受けた後、朝の集合場所に戻り指示に従う。

11:00頃　　　　　解散

１０、 困ったときは？

●テープ録音者

・ ナンバーを読めずに録音できなかったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「はい！

だめ！」と録音する

・ 途中でテープレコーダーが止まってしまった（壊れた）ときは？・・・・・・・・手を挙げて

監督を呼ぶ

 注：ただしその間も、野帳記入者のためにナンバーを読み続ける。

・ テープ交換をしているときに車が来たら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・交換作業の手を止めてでも、野帳記入者のために

声を出して読む

・ 車群が続き、忙しいので「はい！」などが言えないときは？・・・・・・・・・ナンバーを最

優先に読む

・・・・・・・・・・２番目に判別を優先する

▲野帳記入者

・ 野帳に書き間違えたら？・・・・・・・・・・・・・ナンバー記入欄に「斜線」を引いてその

次の行に書く
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・ 録音者が「はい！だめ！」と言ったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

判別欄に「Ｄ」と書く

・ 録音者が読み上げたが、野帳に書くのが間に合わなかったら？・・・・・・・・・・・

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・

空欄にして次の欄に次の車を書く

・ 使える筆記具がなくなったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手を挙げて監督を呼ぶ

・ 野帳がなくなったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・手を挙げて監督を

呼び、新しい野帳をもらう

注：新しい野帳には地点名や地点ナンバーを記入していないので、

通しナンバーの他に地点ナンバーも記入すること。

◎共通事項

・ どうしてもトイレに行きたくなったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手を挙げて監督を呼ぶ

・ 具合が悪くなったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手を挙げて監督を呼ぶ

・ テープ録音者が具合悪くなったら？・・・・・・・・・・・・・・

・ ・・・・・監督に伝えてから、交代が来るまで野帳記入者がテープ録音をする。

・ 野帳記入者が具合悪くなったら？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

テープ録音を継続する。

・ 

・ 通行人に文句を付けられたときは？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

手を挙げて監督を呼ぶ

その他、分からないこと・困ったことなどがあったら、

監督まで申し出ること。

◆ トラブルが起きているときに車が通過したら、

 　　　　　　　　　　以下のことを優先して下さい。◆
 また、そのことをメモなど記録に残すこと。

 

◎ テープ録音が不可能になりテープ録音者が空いている場合は、その人がナンバー
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を声に出して読み、野帳記入を継続する。

◎ どちらか一方（テープ録音者・野帳記入者）が作業継続不可能になったら、テー

プ録音の方を継続する。

◎ テープ交換中は、野帳の記入を優先して行う。

◎ テープ録音者と野帳記入者の交代中は、野帳の記入を優先して行う。


